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港
新
聞
７
面

０
４
１
５
０
７

口

尚

奥

井

井

弁
天
町
市
民

学
習
セ
ン
タ
ー

市
民
劇
団
デ
ビ
ュ
ー

市
民
劇
団

弁
天
喜
劇
！
笑わ

ろ

天て
ん

下か

の
初
公
演
が
三
月
二
十

七
日
に
弁
天
町
市
民
学
習
セ
ン

タ
ー
で
行
わ
れ
、
観
客
を
パ
ワ

フ
ル
な
笑
い
で
包
み
ま
し
た
。

上
演
さ
れ
た
の
は

行
け
行

け
！
市
岡
パ
ラ
ダ
イ
ス

。
大

正
末
期

昭
和
初
期
の
港
区
に

実
在
し
、
賑
わ
っ
た

市
岡
パ

ラ
ダ
イ
ス

が
舞
台
。

◆
爽
や
か
な
人
情
喜
劇

か
つ
て
の
活
気
が
な
く
な

っ
た
遊
園
地
。
も
う
一
度
賑
わ

い
を
取
り
戻
そ
う
と
、
市
岡
商

店
街
の
会
長
、
弁
天
寺
の
住
職

ら
賑
や
か
な
面
々
が
知
恵
を
出

し
合
う
。
が
、
展
望
が
見
え
始

め
た
頃
、
台
風
で
全
て
が
流
さ

れ
て
し
ま
う
。そ
れ
で
も
人
が

造
っ
た
も
ん
は
人
の
力
で
造
り

直
せ
る

明
日
が
あ
る
さ
！

と
復
興
に
立
ち
上
が
る

。

ナ
ン
セ
ン
ス
ギ
ャ
グ
あ
り
下し

も

ネ
タ
あ
り
の
笑
い
の
連
射
か

ら
、

人
の
繋つ

な

が
り
と
笑
い
が

あ
れ
ば
ど
ん
な
苦
境
か
ら
で
も

這は

い
上
が
れ
る

と
感
じ
さ
せ

て
く
れ
る
、
前
向
き
で
爽
や
か

な
人
情
喜
劇
で
し
た
。

◆
人
前
で
の
自
信
つ
い
た

出
演
者
の
一
人
で

市
岡
商

店
街
の
会
長

を
演
じ
た
高た
か

間ま

新し
ん

二じ

さ
ん

は

皆
で
力
を

合
わ
せ
て
初
舞
台
を
終
え
、
爽

や
か
な
気
分
で
す
。
稽け

い

古こ

で
は

脚
本
が
ア
ド
リ
ブ
な
ど
で
ど
ん

ど
ん
変
わ
っ
て
い
く
の
に
付
い

て
い
く
の
が
大
変
で
し
た
。
河

内
音
頭
を
や
っ
て
い
ま
す
が
本

格
的
な
舞
台
は
初
め
て
。
人
前

で
の
自
信
が
付
き
ま
し
た
。
高

齢
者
は
健
康
増
進
や
呆
け
防
止

に
、
何
で
も
え
え
か
ら
人
と
交

流
し
な
が
ら
続
け
る
こ
と
が
大

切

と
語
っ
て
い
ま
し
た
。

◆
危
機
越
え
さ
せ
る
笑
い

同
劇
団
は

ご
く
普
通
の
市

民
で
劇
団
を
作
り
、
笑
い
で
人

を
元
気
に

と
同
セ
ン
タ
ー
が

企
画
。
大
学
生
か
ら
高
齢
女
性

ま
で
二
十
六
人
が
放
送
作
家
砂

川
一
茂
さ
ん

の
脚
本
・
指

導
で
昨
年
十
月
か
ら
稽
古
を
重

ね
ま
し
た
。
砂
川
さ
ん
は

今
、

戦
後
最
大
の
危
機
を
乗
り
越
え

る
術す

べ

の
一
つ
に

笑
い
の
パ
ワ

ー

は
間
違
い
な
く
存
在
し
ま

す

と
強
調
し
て
い
ま
す
。

な
お
、
第
二
期
生
に
よ
る
稽

古
が
四
月
十
五
日
ス
タ
ー
ト
。

石
炭
倉
庫

平
次
飛
び
出
す
好
評

人
情
時
代
劇

平
次
飛
び
出

す

が
三
月
に
石
炭
倉
庫
（
波

除
）
で
上
演
さ
れ
、
好
評
で
し

た
。
綾あ

や

羽は

一か
ず

紀き

脚
本
、
あ
ん
が

い
お
ま
る
演
出
、庶
民
劇
団
ご

く
ら
く
と
ん
ぼ
一
座

公
演
。

舞
台
は
江
戸
時
代
の
大
坂

の
貧
乏
長
屋
。
若
い
娘
が
次
々

と
襲
わ
れ
、
一
方
で
謎
の
宗
教

団
体
が
言
葉
巧
み
に
金
を
集
め

て
い
る
。
解
明
に
乗
り
出
す
上

方
平
次
。
事
件
の
裏
に
は
、
長

屋
住
民
を
追
い
出
し
、
宗
教
団

体
を
隠
れ
蓑み

の

に
得
た
金
で
リ
ゾ

ー
ト
建
設
を
企
む
悪
徳
代
官
の

存
在
が
あ
っ
た

。

呑
気
だ
が
事
件
に
は
強
い
平

次
親
分
を
軸
に
、
そ
の
女
房
や

子
分
な
ど
個
性
溢
れ
る
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー
が
活
躍
。
殺た

陣て

あ
り
ラ

ブ
シ
ー
ン
あ
り
漫
才
あ
り
の
賑

や
か
な
筋
書
き
。
０
０
７
の

主
題
曲
に
乗
せ
た
快
テ
ン
ポ
の

場
面
転
換
。そ
の
中
か
ら
悪
は

常
に
権
力
と
繋つ

な

が
っ
て
い
る

と
い
う
世
の
構
図
が
浮
か
び
上

が
り
、
最
後
は

水
戸
黄
門

顔
負
け
の
勧か

ん

善ぜ
ん

懲ち
ょ

悪う
あ

でく

痛
快
な

気
分
に
さ
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

あ
ん
が
い
お
ま
る
一
座

緒お

方が
た

さ
ん
の
失
敗

あ
る
中
年

男
の

失
敗

を
通
じ
て

人

間
の
価
値
と
は
何
か

を
考
え

さ
せ
る
。
一
月
末
に
上
演
さ
れ

好
評
だ
っ
た
舞
台
の
再
演
。
最

終
場
面
の
改
変
に
注
目
。
四
月

三
十
日
（
土
）
十
三
時
、
十
五

時
、
五
月
一
日
（
日
）
十
一
時
、

十
四
時
の
四
回
。
前
売
二
千
三

百
円
、
当
日
二
千
八
百
円
。
問

合
せ
・
申
込
は
会
場
の
石
炭
倉

庫
（
波
除
六

五

一
八
、

六
五
八
一

〇
六
六
四
）
へ
。

●
八
幡
屋
出
身
の
ロ
ッ
ク
ド
ラ

マ
ー
桐き

り

田た

勝か
つ

治じ

さ
ん

四
月
十

六
日
（
土
）
十
八
時
半
か
ら
堂

島
リ
バ
ー
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
ザ
・

ク
ロ
マ
ニ
ヨ
ン
ズ
の
ツ
ア
ー
イ

ベ
ン
ト
（

六
三
五
七

四
四

〇
〇
サ
ウ
ン
ド
ク
リ
エ
ー
タ

ー
）

四
月
二
十
四
日
（
日
）

ガ
ー
ゴ
イ
ル
の
ニ
ュ
ー
ア
ル
バ

ム

鬼き

書し
ょ

発
売
（

〇
三

三
三
八
二

九
一
八
〇
フ
ァ
ー

ス
ト
セ
ル
）

五
月
三
日
（
火
）

十
八
時
半
か
ら
神
戸
ヴ
ァ
リ
ッ

ト
（

〇
七
八

三
九
二

六

六
五
五
）
で
ガ
ー
ゴ
イ
ル
の
ニ

ュ
ー
ア
ル
バ
ム
記
念
ラ
イ
ブ
。

●
三
先
の
フ
ォ
ー
ク
歌
手
ペ
ド

ロ
さ
ん

毎
月
第
一
・
三
木
曜

各
二
十
時
ザ
・
セ
ラ
ー
（
中
央

区
西
心
斎
橋

六
二
一
二

六

四
三
七
）

毎
月
第
三
火
曜
二

十
時
か
つ
お
の
遊
び
場
（
中
央

区
宗
右
衛
門
町

〇
九
〇

五

八
八
二

七
〇
一
五
）

毎
月

第
二
火
曜
二
十
時
半
ロ
ー
ジ
ー

（
中
央
区
西
心
斎
橋

六
二
一

三

三
九
九
九
）

五
月
三

五
日
中
之
島
ま
つ
り
。

朝
の
大
阪
プ
ー
ル
の
ガ
ラ
ス

壁
の
前
。爽
や
か
な
空
気
の
中
、

女
性
た
ち
が
流
れ
る
よ
う
な
動

き
を
続
け
て
い
ま
す
。
早
朝
太

極
拳
・
む
ら
お
か
会
は
日
曜

祝
日
と
雨
天
を
除
く
毎
朝
六
時

二
十
五
分

七
時
半
、
こ
の
場

所
で
練
習
を
重
ね
て
い
ま
す
。

池
島
ふ
れ
あ
い
ま
つ
り

で
知
ら
れ
る
池
島
小
生
涯
学
習

ル
ー
ム
の
太
極
拳
教
室
を
母
体

に
、
二
年
前
か
ら
希
望
者
が
早

朝
練
習
を
す
る
よ
う
に
な
り
、

正
式
な
会
と
し
て
は
昨
年
九
月

に
発
足
し
ま
し
た
。

◆
３
種
類
を
次
々
と

練
習
で
は
ま
ず

揚よ
う

名め
い

侍じ

太

極
拳

と
呼
ば
れ
る
太
極
拳
を

十
一
分
間
。
次
に

起チ
ー

勢シ
ー

か

ら

収シ
ョ

勢ウ
シ
ー

ま
で
二
十
四
の
動

き
が
あ
る

簡か
ん

化か

二
十
四
式
太

極
拳

を
三
十
分
。
最
後
に

左

右
に
弓
を
引
く

両
腕
を
上

に
伸
ば
す

な
ど
十
八
の
動
き

か
ら
成
る

練れ
ん

功こ
う

十
八
法

を

二
十
四
分
間
練
習
し
ま
す
。

非
常
に
ゆ
っ
く
り
し
た
動

作
が
特
徴
で
す
が
、
一
つ
一
つ

の
動
き
に
は
意
味
（
ど
の
ツ
ボ

に
効
く
か
な
ど
）
が
あ
り
、
と

て
も
奥
の
深
い
健
康
法
で
す

と
語
る
の
は
代
表
の
奥
村
登と

貴き

子こ

さ
ん

（
池
島
）。
二
十
数

年
前
に
夕
凪
会
館
で
行
な
わ
れ

て
い
た
の
を
見
て
以
来
、
自
営

業
の
傍か

た

らわ

続
け
、
地
域
指
導
員

や
上
級
普
及
員
の
資
格
も
取

得
。
昨
年
十
月
に
は
台
湾
の
コ

ン
ク
ー
ル
に
出
場
し
、
団
体
と

個
人
で
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

◆
よ
く
眠
れ
、
肩
こ
り
解
消

そ
ん
な
奥
村
さ
ん
の
指
導
を

受
け
な
が
ら
練
習
を
続
け
る
の

が
、
八
十
三
歳

五
十
九
歳
の

女
性
た
ち
十
数
人
で
す
。

太
極
拳
の
魅
力
に
つ
い
て
訊き

く
と
、
ゆ
っ
く
り
し
た
動
き
な

の
で
年
齢
や
体
力
を
問
わ
ず
入

り
や
す
い

動
作
の
順
番
や
意

味
、
呼
吸
の
仕
方
や
タ
イ
ミ
ン

グ
を
覚
え
る
だ
け
で
も
大
変
で
、

覚
え
切
る
の
に
一
年
は
か
か
り

ま
す
が
、
覚
え
て
し
ま
う
と
こ

れ
ほ
ど
面
白
い
も
の
は
あ
り
ま

せ
ん

皆
で
顔
を
合
わ
せ
て
や

る
か
ら
よ
け
い
に
楽
し
い

な

ど
の
声
が
返
っ
て
き
ま
し
た
。

太
極
拳
を
始
め
て
か
ら
よ

く
眠
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

足

腰
が
強
く
な
っ
た

終
わ
っ
た

後
は
体
が
軽
い

肩
こ
り
に

悩
ま
さ
れ
て
い
た
が
、
二
年
前

に
始
め
て
か
ら
一
度
も
治
療
に

行
っ
て
い
な
い

な
ど
顕
著
な

健
康
増
進
を
実
感
し
て
い
る
と

の
声
も
共
通
し
て
い
ま
し
た
。

◆
魅
力
も
っ
と
広
げ
た
い

今
後
に
つ
い
て
は

本
場
中

国
で
や
っ
て
み
た
い

台
湾

の
コ
ン
ク
ー
ル
を
見
に
行
き
た

い

か
な
り
贅ぜ

い

肉に
く

が
落
ち
た

が
、
し
ぶ
と
く
残
っ
て
い
る

振ふ
り

袖そ
で

を
な
く
し
た
い

な

ど
個
人
的
な
願
望
と
共
に
、
イ

ベ
ン
ト
な
ど
に
も
積
極
的
に
参

加
し
て
、
太
極
拳
の
魅
力
を
も

っ
と
広
げ
ら
れ
た
ら

と
、
こ

の
健
康
法
の
一
層
の
普
及
を
願

う
声
も
あ
り
ま
し
た
。

そ
う
し
た
会
員
の
積
極
性
を

受
け
て
奥
村
代
表
に
も
熱
い
抱

負
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は

導

引よ

養う
じ

生ょ
う

功こ
う

の
導
入
。
西
洋
医

学
・
中
医
学
を
土
台
に
、
導
引

術
・
養
生
学
な
ど
を
統
合
し
、

太
極
拳
の
要
素
も
採と

り
入
れ
た

中
国
政
府
公
認
の
医
療
気
功
で

す
。

今
の
練
習
に
加
え
て
こ

れ
も
マ
ス
タ
ー
す
れ
ば

究
極

の
健
康
法

の
完
成
で
す

。

そ
ん
な
高
度
な
展
望
も
胸

に
、
今
朝
も
女
性
た
ち
は
ゆ
っ

た
り
と
一
日
を
ス
タ
ー
ト
。
興

味
あ
る
方
は
ぜ
ひ
一
緒
に
や
り

ま
し
ょ
う

と
呼
び
か
け
、
家い

え

路じ

を
急
い
で
い
ま
し
た
。

会
費
は
月
五
百
円
。
問
合
せ

は

〇
九
〇

六
〇
六
八

三

八
二
七
奥
村
代
表
ま
で
。

太
極
拳
を
心
か
ら
楽
し
む

む
ら
お
か
会

の
皆
さ

ん（
大
阪
プ
ー
ル
の
前
で
）

早
朝
太
極
挙

面
白
か
っ
た

行
け
行
け
！
市

岡
パ
ラ
ダ
イ
ス

の
一
場
面 ！

痛
快
だ
っ
た
平
次
飛
び
出
す

●
港
絵
画
教
室
が
展
覧
会

三

月
十
三

二
十
六
日
に
イ
ン
グ

ス
ギ
ャ
ラ
リ
ー
（
弁
天
町
）
で

油
彩
、
水
彩
、
ス
ケ
ッ
チ
な
ど

一
年
間
の
成
果
二
十
九
点
を
展

示
。
な
に
わ
の
夜
（
山
本
啓

子
作
）
大
阪
港
（
和
田
住
泰

子
作
）
な
ど
大
阪
や
港
区
を
題

材
に
し
た
作
品
が
目
立
っ
た

写
真
は
築
港
赤
レ
ン
ガ
倉
庫

（
山
下
三
郎
作
）
。
同
教
室
は

港
高
校
の
開
放
講
座
と
し
て
九

五
年
発
足
。
自
主
的
活
動
か
ら

十
二
年
。
西
原
尚
美
講
師
の
指

導
で
二
十
数
人
が
油
絵
、
ス
ケ

ッ
チ
、ク
ロ
ッ
キ
ー
な
ど
制
作
。

土
曜
十
三
時

十
五
時
半
、
年

間
約
十
四
回
の
不
定
期
開
講
。

低
額
受
講
料
（
一
〇
年
度
一
万

二
千
円
）
が
好
評
。

六
五
八

四

三
二
八
一
小
川
。

桐田勝治さんペドロさん
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